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打 出 きよふみ は、石川県議会において皆さまの声を代弁して発信を
続けています。 これまで、全ての『定例会』に参加させていただき、議場での
一般質問に立たせていただき、県政の課題を正すなど「活力」と「魅力」
にあふれる、安心して暮らせる地域づくりに邁進をしてきました。 石川県議会(12
月12日開催)においては、初当選以来１５回連続での発言の機会をいただい
ております。
『政治』と聞くと、中には縁遠く、興味を持てないと感じている方も多く

いらっしゃるかもしれませんが、私自身は地域の皆さまの声をお伺いする中で、
出来る限りの御相談に応じることも私たち議員における大切な務めだと感
じています。

打 出 きよふみ は、これまで普段の生活に密着した「身近な場所での困りごと」を解決する取り組みをして
参りました。 下記にあるものは、ほんの一部に過ぎません（2022年12月末現在で28件の「皆さまの声」を実際に解決!!）。

● 危険な急傾斜地で木の伐採と崩落防止工事(2020年) ● 見通しの悪い交差点道路に減速表示(2020年)
● 県庁内の２か所の授乳室を分かりやすく表示(2020年) ● 崖に面する道路沿いのフェンスの修繕(2020年)
● デコボコ(凸凹)路面の舗装・補修工事を実施(2020年) ● 歩道に車両進入禁止ポールを設置(2022年)
● 夜間の騒音に看板で注意喚起(2020年) ● 停止禁止部分の表示を修繕(2022年)
● 危険防止のため、歩行者信号の時間を延長(2020年) ● 見通しの悪い通学路交差点にカーブミラーを設置(2023年)

皆さまのお住まいの地域で、困ったことがあれば、お気軽にご相談ください!!
『子育て世代』の県議会議員としての政策は、初めての選挙戦で県民に強く訴えてきた「社会全体で

子供たちを笑顔にする」代弁者としての活動を通し、経済的支援を含めた出生率向上(育児支援)対
策・子育て支援の充実(環境整備)等に取り組み、ワークライフバランスを重視した社会の実現に向けて
走ってきた４年間であったと思います。
世界中で今もなお「新型コロナウイルス感染拡大」が衰退することなく、類を見ない長期的なウイルス

との闘いに不安と恐怖を抱きながらも、日々業務過多に陥る県内の医療従事者や保健所等で従事す
る方々、中小企業・小規模事業所で働く方々の雇用安定および経済安定等の支援も含め、突然起
こる自然災害による地震・大雨・台風被害等にも迅速に対応できるように、常日頃からの『地域コミュニ
ティ(地域密着)』における人と人を繋ぐ活動にも目を向け、消防団・自主防災組織にも「地域防災力」
の強化が急務となります。
これからも県だけではなく、市・町と連携し「医療」「介護」「福祉」のサービス充実は勿論、全ての世代の人々が『可能な限り』

で、自分らしい暮らしを続けられるように、質の高い公共サービスを確実に行えるようにサポートしていきます。
大変に厳しい『二期目の挑戦』となりますが、皆さまと想いをひとつに、誠心誠意取り組む所存でございますので、変わら

ぬご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 石川県議会議員 打 出 きよふみ

石川県議会議員選挙＜４月9日（日曜）投開票＞ あなたの１票が未来を変える!!

県議会及び市議会で新時代を切り拓くに相応しい2人!!

主に『報道記者』として奮闘し、新潟テレビ21をはじめ、テレビ金沢(地元
局)などの民放テレビ局に19年間勤務。
能登半島地震、浅野川水害、新潟県中越地震などの現地(被災地)の
取材のほか、風水害・原発・地震に関して多角的に捉えた「防災」や「減災」を
テーマとした取材および報道を主に行う。
2016年からは WEB 業界へ転職し、現在は㈱ AMS 専務取締役として各メディアの活

用、コンサルティング活動、防災士として防災・減災に役立つ活動にも取り組んでいます。

金沢市議会議員選挙＜４月23日（日曜）投開票＞忘れずに１票の意思表示を!!


